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Activity of Seoul branch for the Kamakura children's home
- An analysis of the annual report "Hoikunosono"-
Yohei Satake
Abstract: Otojiro Satake had started the child care work in 1896 (29th year of Meiji Era), 
and had worked on opening the Kamakura headquarters and branches in Lushun, Keijo, Taipei 
Dalian and Beijing at the time before the world war.
In this study, the Seoul branch, which was established in 1913 after four years of annexation 
to Japan in 1910 and was active for 33 years until its closure in 1945, The purpose of the 
analysis is to analyze the situation and clarify the actual situation. As a research method, we 
use supplementary data such as "Hoikunosono" for the analysis, focusing on the 8th to 33rd 
issues of the annual report period of the branch. We also analyze related historical data to 
understand the overview of the home, and strive to grasp the actual conditions of the activities. 
As a result of the research, Otojiro Satake was to "assimilate" the garden rather than to establish 
it. Children and adults who are not connected to blood are joined together with the love of 
God. Kaichi Soda, who became the chief of the second and third chapters, which has made the 
goal of the Seoul branch to practice this practice both by Japanese and Korean children, It was 
appropriate.The Seoul branch has been active for 33 years and has raised 1105 children.
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抄録 : 佐竹音次郎が、1896（明治 29）年に創めた養育事業は、戦前は鎌倉本部はじめ旅順、
京城、台北、大連そして北京に支部を開設して活動を行っていた。本研究では、1910 年（明


















たりしているが、1955（昭和 30 年）の第 37 号まで発行されている。
本研究では、1910 年（明治 43 年）に日本に併合された４年後の 1913（大正２）年に開設さ
れ、1945（昭和 20）年に閉鎖するまで 33 年間活動していた京城支部を年報『保育の園』を中
心に分析し、その実態を明らかにすることを目的としている。
表１　時期区分




1920（大正９）年５月 須田権太郎 第 15 号
第２
1921（大正 10）年４月 曾田嘉伊智 第 15 号
791
1941（昭和 16）年８月 曾田嘉伊智 第 33 号
第３
1941（昭和 16）年９月 須田権太郎 発行なし
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1910 年（明治 43）年８月 18 日、日本政府は韓国を併合する。
1912（大正元）年は開設から 17 年、園を腰越から鎌倉大町に移転して７年が経ち、日本各
地で慈善書画展を開催している。また、この年、海外での慈善書画展を開催するため佐竹音次




























京城支部は、1913（大正２）年８月 11 日に京城府龍山区漢江通３ノ 71 の借家に開設する。
支部主任（支部長）は園出身の佐竹権太郎であり、同じく園出身の佐竹豊（養女）を夫婦とし
て、支部の運営を委ねている。翌月から日本人の子は本部及び旅順支部に移している。京城支
部は現地の子を専門に収容する施設となった。現地の 13 歳～ 10 歳の浮浪児５名を引き取って
－ 56 －
いる。1915 年に京城師団（第 20 師団）に近い元々龍山教会だった建物に移設している。職員
として、韓国人の姜振馨が通訳兼事務員として就任している。1916 年の製縄器を２器購入して、
園児の作業として始めている。
1917 年に朝鮮総督府により借用を許可され、京城府龍山区三坂通 370 番地に支部を移転し











































































































































































































































































































1930 5年 ３月　曾田嘉伊智法人第２代理事に就任 ３月　曽田嘉伊智第２代理事に就任
1932 7年 ９月６日　大連市外老虎灘に大連支部設立
1933 8年 ８月　鎌倉本園、救護法に基づく救護施設として認可12月　鎌倉本園、児童虐待防止法に基づく保護児収容施設として認可
1936 11年 ４月　曾田嘉伊智法人理事補に就任 ４月　佐竹昇第３代理事に就任
1937 12年 10月　印刷事業を閉鎖する11月　知的障害児教育をはじめる
1938 13年 7月　総督府より借用していた支部の土地建物が財団に譲渡される
10月21日　北京市外四区大井胡同に北京支部開設、７名の中国児童収容
1940 15年
10月　始政三十年記念式において曾田嘉伊智民間功労者として
表書される
11月　曾田タキ園母、姜振馨主事恩賜財団愛育会より愛育事業
功労者として表彰される
６月29日鎌倉保育園創立45年記念感謝会開催・祈祷曾田嘉伊智
８月16日佐竹音次郎永眠
1941 16年
８月　曾田嘉伊智元山の教会に転任する。タキは園母を継続す
る
８月　須田権太郎支部主任に就任する。補佐として元職員の高
1942 17年 ８月　旅順支部の土地建物が軍の返還命令のため閉鎖
1943 18年 12月　北京支部閉鎖
1945 20年 10月　敗戦に伴い、園児150名を朝鮮側の３施設に移管　　　内地に児童３名と職員家族が引揚げ
大連支部終戦時の園児75名、40名内地に引揚げ
台北支部45名、25名内地に引揚げ
資料　京城支部関係年表
出典：「日誌　佐竹音次郎」「年報保育の園」筆者一部修正
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